
《参考》新潟県の主な道路網

9“ 

拍崎刈羽原子力発電所

•四．．f9

※ 「新潟県の道路 2013 -NIIGATA ROAD NAVIGATION-（新潟県土木部道路建設諜）」

の地図に拍崎刈羽発電所及び県内を 3分割する線を記戟した

※ 原発を中心として、県内を 3分割する黄色線は、 r実効性のある避難計画（暫定

版） 」の考え方を踏まえて設定。
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民間が所有するバスについて（営業所の所在地別）lH247I吟釦

, 〇p竃覧・紐頁._↓ U ` • A≪ヌ． ＇ rtfllエリア内人口（火）．

L ． 

竺 竺 PAZ 

県内全体 114'.338 ↓I,025 2.09-I 93~ 21、709
長岡市 lこ041 233! J93 4 7 

新潟市 40,599 g.011 631 185 

上越市 8.140 3.481 168 ?S 

柏崎市 5.056 3.3iJ l20 69 16,800 

刈羽打 4、900

三条市 7.425 ふ"93 l5S 

” 新発田市 3,969 t 529 77 35 

小千谷市 2、852 1,3~ 59 x 
加茂市

+8町市 1.028 489 16 ， 
見附市 453 '” JI II 

村上市 2,903 I 561 54 34 

蚤市 1 7lo 1、 4 42 

糸魚Ill市 l.994 2l4 33 ’ 
妙高市 1 772 

｀ 
34 15 

五泉市 S.102 こI~ 6S 46 

阿賛野市 3,303 
I →” 62 39 

佐渡市 55tu ~.361 103 5 l 

魚沼市 1.35-1 70 -19 20 

南魚沼市 •I.493 2．が94 95 6S 

胎内市 l,J20 一9 32 “1占9 

竪頑町 252 25•: ， ， 
弥彦村

田上町 620 62( 1 5 1 5 

阿買町 l.2S9 361 23 s 
出雲崎町

湯沢町 77.I •142 lS 11 

瀑南町 LU4 51 22 ， 

関/II村

粟塁浦村

珈 ttt•’"全1"向二這癒論襲I/fl""'t9がヽり・しクー．． Itゴ・«唸を粛：,,

仔 ヒふ[*"ば、民間"Kの•9`i`nuれにより冑伽 -'”'IJ 足nI：貫彎

l!PZ 
4・ 

合叶

4糾800,| 4606:500, 

260,900 260,900 

゜16,000 16,000 

74,2OO 91,000 

゜
4,900 

゜゚
38,800 38,800 

゜7.400 7,400 

42,200 42,200 

゜400 400 

゜゚
゜゚
゜゚
a 

゜゚
゜
゜4,900 4,900 

゜゚
゜゚

出典 ：「実効性のある避雌計画 （暫定版）」市町村による原子力安全対策に関する研究会

ただし、エリア人口は広域疏翡対策検討ワーキングチーム第2磁（辺駐先の事前マッチン”員ベ
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放射線モニタリングポストの配備状況

上
3

必
粟品浦村

，＂ 

t 

,t 

<1_N9没 泊穎奇刈羽原発周辺環境放射線監視闘査等、•‘. 設置湯所恣 • No., 放射能水準謂査、 ，福島事故対応等．泳姿猜設置場所北

0 1 柏崎市街局 柏崎市 ■ 1 放射線監視センター新潟分室 新潟市

0 2 荒浜局 柏崎市 ■ 2 村上地域振興局 村上市

0 3 下高町局 刈羽村 ■ 3 新発田地域振興局 新発田市

0 4 刈羽局 刈羽村 ■ 4 新困地域振興局津J{l庁舎 阿賀町

0 5 勝山局 刈羽村 ■ 5 長岡地域振興局 長岡市

0 6 宮川局 柏崎市 ● 6 南魚沼地域振興局健康福祉環境部 南魚沼市

0 7 西山局 柏崎市 ■ 7 上越地域振興局建康福祉菜境部 上越市

0 8 赤田町方局 刈羽村 ● 8 糸魚川地域振興局 糸魚川市

0 9 土合局 柏崎市 ■ 9 ＝条市役所下田庁舎 ＝条市

010 発電所南局 柏崎市 ■10 十日町市役所 十日町市

011 発電所北局 刈羽村 ■11 五泉市役所 五泉市

012 鯨波局 （鯨波コミセン） 柏綺市 ■12 阿賀野市役所 阿賀野市

013 新道局 （高田コミセン） 柏綺市 ■13 佐渡市南佐渡消防署 佐渡市

014 加納局 （中鯖石コミセン） 柏崎市 ■14 魚沼市役所 魚沼市

016 北条局 （北条中） 柏崎市 ■15 胎内市役所 胎内市

016 千谷沢局 （千谷沢交番跡地） 長岡市 ●16 場沢町役場 湯沢町

017 越路局 （貼道柏崎越路線） 長岡市 ■17 津南町役場 津南町

018 関原局 （歴史澪物舘） 長岡市 ■18 関川村役褐 関川村

019 宮本局 （県道長岡西山線） 長岡市 ■19 佐渡関岬 佐渡市

020 出雲綺大門局 （出雲綺高校） 出雲綺町

021 柿崎局 （久比岐高校） 上越市 ` No:、！．;；曝可搬型モ→ニタ．リングポス．卜 ，：改 屯反置湯所屯

022 岡野町局 （柏崎市高柳町事務所） 柏崎市 ◇ l 加茂市役所 加茂市

023 川西局 （克雪管理センター） 十日町市 ◇ 2 妙高市役所 妙嵩市

024 小千谷局 （建設機械車庫） 小千谷市 ◇ 3 聖籠町役場 聖籠町

025 妙見局 （県道小千谷長岡線） 長岡市 ◇ 4 弥彦村役場 弥彦村

026 見附市街局（素材応用技術支援センター） 見附市 ◇ 5 田上町役場 田上町

027 分水局 （分水公民館） 燕市 ◇ 6 粟島開発総合センター 粟島浦村

028 寺泊局 （コロ：：：：ーにいがた白岩の里） 長岡市
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5 スクリーニングポイント （基本的な考え方）

r 、
① 新潟県が主体となって、スクリーニングを実施。

ヽ

② スクリーニングポイントは、避難準備区域 (UPZ)外とする。

③ スクリーニング体制は、避難先及び避難経路を考慮する。

④ スクリーニングポイントは、避難準備区域 (UPZ)外を所管する

市町村が候補施設を選定し、県が決定。

《スクリーニングポイントとなる施設の選定の目安》

以下の点を考慮すること。

●避難者は、土地勘のない市町村へ避難すること。

4 

●スクリーニングポイントでは、ある程度の顛番待ちが生じること。

●悪天候でも実施できること。

●避難者 （車両）が多数来ること。

くスクリーニングポイント （イメージ） ＞ 

避難途中市町村・受入市町村内

゜ ’―------
I 

＇ ＇ ：スクリーニングボイント ， ：避難施設：

’ーー、'---------------

［当該施設で行う内容】

● 体表面汚染スクリーニング

●甲状腺スクリーニング

● 物品スクリーニング

， 

※ 詳細は、今後、新潟県緊急被ばく医療マニュアルに記載
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＜ 図1 新潟県地域防災計画（原子力災害対策編）抜粋 ＞ 

県災害対策本部

福祉保健対策部長

陳福祉保健剖環：）

緊急時医療本部の組織、活動内容等

緊急時医療本部長

佛頃祐出雑館隅l洵環)

構成員

緊急被ばく医療派遣チーム

（社）新潟県医師会

日本赤十字社新浪県支部

柏崎地域振興局健康福祉部

照甜嶼疇疇虹課

／｝ 国保•福祉廂際果

II 健康対策課

II 障害福祉課

スクリーニンゲ班

救

二次脚まく医痴圧

安定ヨウ素剤調整班

…情報の収集・分析

・緊急被ばく医療活動計画の立案

・活動用資器材の確熙汁画の立案

•安定ヨウ素剤の服用計画の立案

・健談lの整備

…スクリーニング、応急除染

安定ヨウ素剤⑪的h

•••一般儒肉者の応急手当

● ● •汚染検査、 除染、生物学的資料

等の採取

••安定ヨウ素剤的服液）の調整、

県災害対策本部への搬送

※ 詳細は、今後、新潟県緊急被ばく医療マニュアルに記載
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6 安定ヨウ素剤の配備

< H 2 5. 4. 1時点の配備状況 ＞ 

即時叢璽区域

P紅）

柏崎市 ：柏崎市施設 102,000錠

新潟県施設 56, 000錠

刈羽村 ：刈羽村役場 1 0, 0 0 0錠

避難準傭

(UPZ) 

避難準傭区域外

新潟県備蓄施設

13, 562, 000錠

※錠剤の他にも粉末、 ジロップ等を凩施設等に配備している。

「1E'gm
令 県は、平成24年度に購入した安定ヨウ素剤を即時避難区域 (PAZ)

外の施設に保管．

◇ 県は、現在新潟県備蓄施設に保管する安定ヨウ素剤から必要数を平成

2 5年度に分散配備。

令 県は、さらに平成25年度に即時避難区域 (PAz)、避難準備区域 (U

PZ)内の40歳以上の住民分を追加配備。

※避難準備区域 (UPZ)外への安定ヨウ素剤の配備について、今後も国

に要請する。

※ 詳細は、今後、新潟県緊急被ばく医療マニュアルに記戯
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《 即時避難区域 (PAZ) における今後の配備予定 》

即時避難区域(PAZ)内

、ヽ 4 【企 業・学 校】` ，，：4 ク“‘ ~【福祉施設】
● 事前配布 ● 事前配布 ● 事前配布

● 住民説明会での l ● 企業・学校を対象 ● 施設を対象とした
配布 とした説明会での 説明会での配布

配布

● 各世帯で保管 II． 各企業・各学校 II ． 各施設で保管
で保管

/ ‘ 

【一時 滞 在 者】 ● 緊急配布

● 配布方法は今後検討
● 保管場所は今後検討

r 
即時避難区域 (PAZ)内の対応

令即時避難区域 (PAZ)内の居住者は、事前配布が原則。

◇ 居住者の他、滞在する者が特定できる会社員等も事前配布が原則．

令滞在者のうち特定できない者（一時滞在者）は、緊急時に配布。

※ 避難準偏区域 (UPZ)以還については、即時避難区域 (PAZ)の

検割結果を踏まえて、今後検討を進める。

※ 詳細は、今後、新潟県緊急被ばく医療マニュアルに記載
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7 要配慮者避難の体制

① 県は、施設入所者の避難が必要になった場合は、要配慮者施設の団体・

協会及び市町村と協力して、要配慮者の避難先等を調整する。

② 即時避難することが困難な場合は、放射繰防護機能を有するコンクリー

ト建屋等の施設に屋内退避する。

③ 在宅要介護者等その他の要配慮者の避難については、引き続き検討する。

く即時避雌区填(PAl:）内rこ立地する入所裂椙祉純餃）

所 在 櫂l 類 名 称 定員数（人） 傭 考

特饗 にしかりの諷 70 遣物の放射繹防謹

特 なごみ荘 80 対策を実施中

苓老 はなことば柏喝 32 
老人保堕施阪

グループ ふれあいの家 18 

多磯能 さわやか苑 25 

多磯熊 ジャバンケア 32 

風の丘ホーム .5 

柏崎市
ここ・はうすまきはら a 
さざなみ学園 45 

松波の旦 50 

松風の里 50 
III害濯祉施設

なぎさホーム 4 

風SUNホーム 6 

こすもす荘 11 

あらはまホー9ム 5 

米山荘 4 

柏崎市It 442 

老人保償施紐
多攘樅 ももの木 15 短期入所最大9名

刈羽村
グループ ももの含 12 

刈羽村計 27 

即時避雌区辺(PAZ）内合計 469 

（即時迫＂区域 (PA)内に立地する通所型擢祉施設〉

柏崎市 老人保隧施ふ
ショート 愛の里1：：しやま 4 

洒 ー ト ケアセンター久松 40 

柏崎市計 85 

刈羽村
老人保償施設 デイサービス きらら 20 

障害褐祉施設 ゆめ福祉会 20 

刈羽村計 40 

即時避難区域(p心 ）合計 1:i5 

注） 即時避雌区域(PAZ) 内I~頁院はない．

出典： 広域避業検討ワーキングチーム第9班（災害時要援護者等）潤ぺ

※避難準腐区域 (UPz)以遠については、即時避難区壕 (PAZ)の結果を踏まえ

て今後検討を追める

7-1 



要配慮者の避難について

9

.

 

罠と福祉団体等との謂整

避
難
の
ス
キ
ー
ム

・

¢

~ ~ 

の受入施設の講整
員源遣

直準偏鴎(UPZ)外

在宅妻記慮者

ー委 一{̀11. 
, t . --0=0＝や ＇

. .．．今•.．........．．．．... • ・ 
: ［匹手殿が霞■］

！夏詩点では．l!l及び自膏露等に ： 
：妻置することを墾定．
I t . 
• 饂定先等の民間事婁者では ： 
: ,t応が困鍾・不可餡 ． 
し．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・.．．．．．・ •' 

ー、←

）
 

憂配慮者篇設

--
蓋麺所

即時還類区域(UPZ)

屋
内
退
避
の
ス
キ
ー
ム

ク2--
妻

i::・ 
a慮者篇設入居者

遍鑓よりも

屋内退還を
優先すぺき

住民

コンクリート建屋
等で屋内退還を

実蔦

＼
ノ

在宅蔓配慮者

， 

一
に 一
◇ 県は、市町村とともに福祉団体等と協力して、要配慮者の避難先を調整する。

令 避難が可能な要配慮者は、国や自衛隊等の協力を得て、避難先に搬送．

◇ 避難が極めて困難な要配慮者は、屋内退避を優先し、できる限りコンクリート建屋等の

効果の高い建物内に退避する。

◇ 在宅要配慮者の避難は、各市町村が策定する要配慮者避難支援計画に基づき実施．

I 
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県と福祉団体等の協カ・調整のイメージ図
＿」

R薦設定貝数等の輯告 ③受入可能散殺告

平

常

時 三〇籐殷定員数 ．．．．．．． 
醸告 ．． 

............................ 1 00協会
（鼻レベルの団体〉

《餡設定貝敷く受入可能敷》

の状態を櫨認・縄持する
＾ ： 

： ： 
: : ．．  . . 

② i受入可能 ；
i 数鵡査・ i 
； 回答 ； 
i.  ； 

① 

図体に加塁している
賽匹者篇怠~

緊

急

事

態

00協会
（鼻レペルの団体）

^ : ： ： 
: : 

④ i受入・減配
！ 鵡整 ； 
i i 
： タ

量量所

l呻市町村に
又 ⑥還麺先連絡 ⑤受入可能敬輯ロ

・・... ----
翌 置鑓 ，

• ・. L二
．．． 在宅璽軍慮 ） 

⑦ 還鱈先連絡 ..... 

........ 
［ヘルバー疇の人員

i > 

さ
國体に加塁している＿ 

③ 

1点織： m紐疇のIll璽 冥 ● ：人の移動

` ◇ 平常時において、県は、市町村とともに福祉団体等と協力して、対象地域内の要配

慮者が避難できる施設を確認する。

◇ 緊急事態において、黒は、福祉団体等と協力して避難先及び介助要員を確保する。

また、県は、避難先となる施設を市町村に連絡する。

令県と福祉施設団体は、災害等の緊急事態において上図のように要配慮者の避難先を

調整．

令 上図のような体制となるような協定を関係団体と締結している市町村もある。
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原子力災害に備えた

新潟県広域避難の行動指針

(Ver. 1 H26.3月）

担当課：新潟県防災局原子力安全対策課

〒950-8570
TEL : 0 2 5 -2 8 2 -1 6 9 5 （直通）

FAX:025-285-2975 



r 
原子力災害に備えた
新潟県広域避難の行動指針 (Ver.1)策定時の課題

（平成 26年3月）

『

1 住民等への情報伝達• 発信 1行動指針の該当ページI

①事故情報等の伝達•発信・ ...... • | 3 -1、3-2|
国、事業者、関係機関から正しい内容がダイレクトに伝達される体制

や、迅速に公表ができる仕組みの構築

② 避難指示情報等の伝達・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・ロ

住民等に対する避難指示や事故状況等が広域的かつ迅速・確実に伝達

される仕組みや手法の確立

③ SPEEDIの在り方・・ ・・ ······~ 
SPEEDIによる放射性物質の拡散予測について、住民避難等の防護対策

への活用方法、住民への情報提供の方法

2広域避難等の調整

① 広域避難等の調整の仕組み・・ ・・ ・・・・ • |4 -1、5-1、7-1 | 

広域避難に備え、避難先、避難ルート、避難手段等の調整や、多数の

避難者の食料 ・物資の調達等についての国・自治体の役割の明確化

② 避難指示、交通規制等の考え方・・ ・• |4 -1. 1 0、5.1、7-1| 

原子力災害時の避難指示系統等の在り方、高速道路やJR等の交通規

制や誘導の考え方の明確化

③住民避難への対応・・・ ·····~、 4 -1、5-1、7-1 | 

被ばくリスクを考慮した避難手段、業務従事者等の確保

3 複合災害時の組織体制の構築

① 複合災害に対応する組織体制の構築・・・・・・・・・・・・・ロ

原子力災害や自然災害の対策本部が複数立ち上がり、指揮系統が錯綜

し、混乱するおそれがあるため、災対法や原災法の見直し等も視野に入

れた対応方針の決定手順や、組織体制の構築

② オフサイトセンター機能の在り方・・・ ・・・・ ・・・・・・・ロ

合同対策協議会等の役割や、その参集範囲の明確化

ー
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4 安定ヨウ素剤の配付、服用等

① 安定ヨウ素剤の配付、服用・・ ．．．．．．．． ．．．．．．．圧□三］
迅速な服用のため、各家庭、学校、事業所等への事前配付が必要なた

め、現行の法制度見直し。さらに、事前の問診体制の整備など、住民の

安心のための体制の整備

② 安定ヨウ素剤に係る指揮系統・・．．．．．． ．．．，・・・・・ロ

誰からどのような方法で、どこの自治体に連絡があるのか、さらに避

難住民に対し、どの時点でどのような方法で指示するのか等、指揮系統

の構築

③ 安定ヨウ素剤の取り扱い・・・ ・・・ ・・・ ロ

副作用発生時の国の責任や補償スキームの明確化

5屋内退避等の状況下での災害対応・・・・ • |4 -1、5-1、7-1| 

屋内退避等が必要な状況における民間事業者（道路復旧業務従事者、

看護師等）、防災関係機関（自衛隊員等）、自治体職員等の対応につい

て、労働法制等の見直しを含め考え方の明確化。併せて、指揮、責任、

賠償等に係る法制度の整備

6 避難困難者への対応

① 福祉施設、病院等の防護対策・・ ・・ · · ··~ 
施設入所者、 入院患者等は迅速な避難が困難なため、福祉施設、病院

等の放射線防護措置の充実

② 屋内退避施設の整備..... ··· ··~、 2 -5、4-1 -I 

複合災害時等、 健常者でも避難が困難となることが想定されるため、

堅固な屋内退避施設（シェルター）の整備の考え方の明確化

③ 物資供給等の支援体制の整備・ ・・・・・ • |2 -4、2-5、4-1 ~| 

食糧をはじめとする物資供給や施設環境の整備など、避難困難者を支

援する体制の整備

・7 防護対策に要する財源措置・ ．．．． ．．． ．．．．．．．..巨亘|

① 災害対応に当たる民間事業者等向けの防災資機材や住民向けの防護マ

スク (PAZ用）、簡易マスク (UPZ ・PP A用）等の整備

② 広域に及ぶ複数施設間の通信回線を含む通信情報伝達システムの整

備やモニタリングポストの広域的なきめ細かい配置

③ 被ばく医療機関設備の充実や防護機能を有する搬送車両の整備

2
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8 0 I Lの基準値

① 0 ILの基準値の根拠・・・ ・ ...... .• | 2 -4、2-5| 

② 0 | Lに基づく避難の手順・・ |2 -4、2-5| 

しII＇ 鞄 暉暇杓填饂Q妥全董運に圃承冤極薪夏崖蓋國絹冦拓冠＼見忍頁爾

①フィルターベントの運用と避難計画の整合性• |2 -1、4-1、6-1| 

②プルーム通過時の希ガスによる放射線の影響• | 2 -1、4-1、6-1| 

皿釜後市町村]：関腿堡蘭とさ

①避難住民の搬送手段・・．． ．．． ． ．．．··~、 4 -1、7-1 | 

②電力事業者の詳細なEAL設定・・・・ ・・ ・・ ・・・・・・・ロ

③電波不感地帯の対策・・・ ・，．．．．．．． ・・・・・・・・ロ

④避難時のルート・．． ．．．．． ．．．．．．．．．．．． ．・・ロ

⑤車両のスクリーニングの実施主体・・・ ・・・・ • ・ ・・ ・・ ・ ロ

⑥除染の実施場所や使用した水等の処理等の考え方・・・・・ ・・ロ

⑦事前配布した安定ヨウ素剤の期限切れや転居時の回収・・・ ・・ロ

⑧避難準備区域 (UPZ)外住民の安定ヨウ素剤服用の検討・・・・ロ

⑨避難困難者を支援する体制・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・ ・・・ロ

⑩要支援者の避難後の支援体制・・・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・ ロ
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